
兵庫県立三田西陵高等学校 

令和２年度 シラバス 
教科名 国語 科目名 国語総合（古典編） 履修学年 第１学年 

単位数 ２単位 使用教材 高等学校 改訂版 国語総合    （第一学習社） 

科目目標 

・本文の内容（作者・筆者の意図）を正確に理解する力をつける。 

・語彙（古文単語・慣用表現など）を自ら豊富にする力をつける。 

・文法を理解し主題を読み取り、現代でも通用する古典常識を身につける 

履修上の
注意点 

・意欲的かつ活動的に授業に参加する。 

・小テストや提出物も重要視する。 

・辞書など調べ学習に必要なものを用意しておく。 

・１学年末は「現代文編」と合算し『国語総合』４単位とする。 

学期 時期 単元名 学習内容 

１ 

中間
考査
まで 

「古文入門」 

 

「児のそら寝」 

・現代語との相違点や近似点を発見し、古典に興味を持つ。 

 

・内容の理解。 

・動詞の活用。 

・辞書を活用した主体的で活動的な学習も取り入れる。 

期末
考査
まで 

「絵仏師良秀」 

 

「伊勢物語（芥川）」 

 

「漢文入門・故事成語」 

・基本的な「助動詞」や「係り結び」を学び、口語訳でき

る基礎学力をつける。 

・古典常識（貴族文化）を学び、現代との相違点に注意し

て、内容を把握する。 

・「返り点」「再読文字」など漢文の基礎を学ぶ。 

２ 

中間
考査
まで 

「伊勢物語（東下り）」 

 

「徒然草（丹波に出雲といふ 

 所あり） 

「完璧」（「臥薪嘗胆」） 

・助動詞を的確に判断し、正しく口語訳する。 

・和歌の技法を学ぶ。 

・基本的な敬語の種類と用法を学ぶ。 

・物語の面白さの原因を読み取る。 

・登場人物を正確に捉え、物語を理解する。 

期末
考査
まで 

「土佐日記（門出・帰京）」 

 

 

「漢詩」 

・助動詞「なり」を、暗唱で理解する。 

・紀貫之の文の価値と面白さを学ぶ。 

 

・漢詩のきまりと主題を学び、古人の人間観・自然観に 

 ついて、主体的に考える。 

３ 

学年
末考
査ま
で 

「平家物語（木曽の最期）」 

 

 

「論語」 

・敬語を主体的に学び、物語を正確に理解する。 

・貴族文化と武家文化の違いに気づく。 

 

・古人の学問観・倫理観を学び、現代に生きていることを 

 活動的に学ぶ。 

評
価
方
法 

①関心・意欲・態
度 

（ ２０ ）点 

②話す・聞く能
力 

（ ２０ ）点 

③書く能力 
（ ２０ ）点 

④読む能力 
（ ２０ ）点 

⑤知識・理解 
（ ２０ ）点 

提出物 
出席状況 発表点等 定期考査等 定期考査等 定期考査 

小テスト 

 


